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(57)【要約】
【課題】部品点数を削減する。
【解決手段】第１フレーム（22）は、ルーフ開口部（2
）の車両前後方向の縁部に沿うように延びるフレーム本
体（23）と、フレーム本体（23）の長手方向の端部から
車両前後方向に延びてガイドレール（21）の長手方向の
一端部に重なるフレーム延出部（24）とを有する。ガイ
ドレール（21）の長手方向の一端部には、切り欠き部（
81）が設けられている。フレーム延出部（24）には、ガ
イドレール（21）の切り欠き部（81）と係合するように
構成された突起部（91）が設けられている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両のルーフ開口部（2）に設けられるサンルーフ装置であって、
　上記ルーフ開口部（2）の車幅方向の縁部に沿うように延びる一対のガイドレール（21
）と、該ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部に配置される第１フレーム（22）とを
有するフレームアセンブリ（20）と、
　上記一対のガイドレール（21）により車両前後方向にスライド可能に支持される可動パ
ネル（40）とを備え、
　上記第１フレーム（22）は、上記ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部に沿うよう
に延びるフレーム本体（23）と、該フレーム本体（23）の長手方向の端部から車両前後方
向に延出して上記ガイドレール（21）の長手方向の一端部に重なるフレーム延出部（24）
とを有し、
　上記ガイドレール（21）の長手方向の一端部には、該ガイドレール（21）の短手方向に
開口する切り欠き部（81）が設けられ、
　上記フレーム延出部（24）には、上記ガイドレール（21）の切り欠き部（81）と係合す
るように構成された突起部（91）が設けられている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記フレーム延出部（24）には、上記突起部（91）よりも該フレーム延出部（24）の基
端側に配置されて上記ガイドレール（21）の長手方向の一端部と接触するように構成され
た壁部（90）が設けられている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　上記切り欠き部（81）および上記突起部（91）は、該切り欠き部（81）の奥側から開口
側へ向かう該突起部（91）の移動が規制されるように構成されている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部
（81a）を有し、
　上記突起部（91）は、上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（9
1a）を有し、
　上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と上記突起部（91）の第１側部（91a）は、該
切り欠き部（81）の開口側から奥側へ向けて上記ガイドレール（21）の長手方向の他端側
から一端側に傾斜するように構成されている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項５】
　請求項３において、
　上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部
（81a）を有し、
　上記突起部（91）は、上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（9
1a）を有し、
　上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と上記突起部（91）の第１側部（91a）は、平
面視において階段状に形成されている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項において、
　上記切り欠き部（81）および上記突起部（91）は、上記ガイドレール（21）の長手方向
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の一端部と上記フレーム延出部（24）とが重なる方向において該突起部（91）の移動が規
制されるように構成されている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部
（81a）を有し、
　上記突起部（91）は、上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（9
1a）を有し、
　上記突起部（91）の第１側部（91a）には、該突起部（91）の第１側部（91a）から突出
して上記フレーム延出部（24）との間に上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）を挟持
する爪部（900）が設けられている
ことを特徴とするサンルーフ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、サンルーフ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、車両のルーフ開口部に設けられるサンルーフ装置が知られている。例えば、特許
文献１には、ルーフ開口部の両縁に配置されて車両前後方向に延在するサイドレールと、
ルーフ開口部の前縁に配置されたフロントフレームと、サイドレールにスライド自在に支
持されたスライドパネル（可動パネル）とを備えたサンルーフ装置が開示されている。こ
のサンルーフ装置では、サイドレールの端部とフロントフレームの端部とがリベットによ
り連結されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－２９０９７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のサンルーフ装置では、サイドレール（ガイドレール）の端
部とフロントフレームの端部とを連結するためにリベットが必要となるので、部品点数を
削減することが困難である。
【０００５】
　そこで、この発明は、部品点数を削減することが可能なサンルーフ装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、車両のルーフ開口部（2）に設けられるサンルーフ装置を対象とし、上
記ルーフ開口部（2）の車幅方向の縁部に沿うように延びる一対のガイドレール（21）と
、該ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部に配置される第１フレーム（22）とを有す
るフレームアセンブリ（20）と、上記一対のガイドレール（21）により車両前後方向にス
ライド可能に支持される可動パネル（40）とを備え、上記第１フレーム（22）は、上記ル
ーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部に沿うように延びるフレーム本体（23）と、該フ
レーム本体（23）の長手方向の端部から車両前後方向に延出して上記ガイドレール（21）
の長手方向の一端部に重なるフレーム延出部（24）とを有し、上記ガイドレール（21）の
長手方向の一端部には、該ガイドレール（21）の短手方向に開口する切り欠き部（81）が
設けられ、上記フレーム延出部（24）には、上記ガイドレール（21）の切り欠き部（81）
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と係合するように構成された突起部（91）が設けられていることを特徴とする。
【０００７】
　上記第１の発明では、フレーム延出部（24）の突起部（91）とガイドレール（21）の切
り欠き部（81）とを係合させることにより、リベットを用いることなくガイドレール（21
）の長手方向の一端部と第１フレーム（22）のフレーム延出部（24）とを接続することが
できる。これにより、リベットを用いることなくガイドレール（21）と第１フレーム（22
）とを連結することができる。
【０００８】
　第２の発明は、上記第１の発明において、上記フレーム延出部（24）には、上記突起部
（91）よりも該フレーム延出部（24）の基端側に配置されて上記ガイドレール（21）の長
手方向の一端部と接触するように構成された壁部（90）が設けられていることを特徴とす
る。
【０００９】
　上記第２の発明では、フレーム延出部（24）の壁部（90）とガイドレール（21）の長手
方向の一端部とを接触させてフレーム延出部（24）の突起部（91）とガイドレール（21）
の切り欠き部（81）とを係合させることにより、リベットを用いることなくガイドレール
（21）の長手方向の一端部と第１フレーム（22）のフレーム延出部（24）とを堅固に接続
することができる。これにより、リベットを用いることなくガイドレール（21）と第１フ
レーム（22）とを連結することができる。
【００１０】
　第３の発明は、上記第１または第２の発明において、上記切り欠き部（81）および上記
突起部（91）は、該切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向かう該突起部（91）の移動が
規制されるように構成されていることを特徴とする。
【００１１】
　上記第３の発明では、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起部（91）が移動
して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出すことを防止することができる。
【００１２】
　第４の発明は、上記第３の発明において、上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール
（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部（81a）を有し、上記突起部（91）は、上記切
り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（91a）を有し、上記切り欠き部（
81）の第１縁部（81a）と上記突起部（91）の第１側部（91a）は、該切り欠き部（81）の
開口側から奥側へ向けて上記ガイドレール（21）の長手方向の他端側から一端側に傾斜す
るように構成されていることを特徴とする。
【００１３】
　上記第４の発明では、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向かう突起部（91）の移動
を規制することができる。これにより、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起
部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出すことを防止することが
できる。
【００１４】
　第５の発明は、上記第３の発明において、上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール
（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部（81a）を有し、上記突起部（91）は、上記切
り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（91a）を有し、上記切り欠き部（
81）の第１縁部（81a）と上記突起部（91）の第１側部（91a）は、平面視において階段状
に形成されていることを特徴とする。
【００１５】
　上記第５の発明では、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向かう突起部（91）の移動
を規制することができる。これにより、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起
部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出すことを防止することが
できる。
【００１６】
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　第６の発明は、上記第１～第５の発明のいずれか１つにおいて、上記切り欠き部（81）
および上記突起部（91）は、上記ガイドレール（21）の長手方向の一端部と上記フレーム
延出部（24）とが重なる方向において該突起部（91）の移動が規制されるように構成され
ていることを特徴とする。
【００１７】
　上記第６の発明では、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）
とが重なる方向に突起部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出す
ことを防止することができる。
【００１８】
　第７の発明は、上記第６の発明において、上記切り欠き部（81）は、上記ガイドレール
（21）の長手方向の他端側を向く第１縁部（81a）を有し、上記突起部（91）は、上記切
り欠き部（81）の第１縁部（81a）と接触する第１側部（91a）を有し、上記突起部（91）
の第１側部（91a）には、該突起部（91）の第１側部（91a）から突出して上記フレーム延
出部（24）との間に上記切り欠き部（81）の第１縁部（81a）を挟持する爪部（900）が設
けられていることを特徴とする。
【００１９】
　上記第７の発明では、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）
が重なる方向において突起部（91）の移動を規制することができる。これにより、ガイド
レール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）が重なる方向に突起部（91）が
移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出すことを防止することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　第１および第２の発明によれば、リベットを用いることなくガイドレール（21）と第１
フレーム（22）とを連結することができるので、部品点数を削減することができる。
【００２１】
　第３，第４，第５の発明によれば、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起部
（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出すことを防止することがで
きるので、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）との連結を強化することができる。
【００２２】
　第６および第７の発明によれば、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延
出部（24）とが重なる方向に突起部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）か
ら抜け出すことを防止することができるので、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）
との連結を強化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】実施形態によるサンルーフ装置の外観を例示する斜視図である。
【図２】実施形態によるサンルーフ装置の構成を例示する分解斜視図である。
【図３】フレームアセンブリの構成を例示する平面図である。
【図４】ガイドレールと第１フレームとの連結部を例示する斜視図である。
【図５】ガイドレールと第１フレームとの連結部を例示する平面図である。
【図６】ガイドレールと第１フレームとの連結部を例示する断面図であり、図５のVI－VI
線における断面図である。
【図７】ガイドレールと第１フレームとの連結部を例示する断面図であり、図５のVII－V
II線における断面図である。
【図８】切り欠き部と突起部の変形例１を例示する平面図である。
【図９】切り欠き部と突起部の変形例２を例示する断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、実施の形態を図面を参照して詳しく説明する。なお、図中同一または相当部分に
は同一の符号を付しその説明は繰り返さない。また、以下の説明では、車両前後方向にお
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ける前側を「車両前側」または「フロント側」、車両前後方向における後側を「車両後側
」または「リア側」、車幅方向における右側を「車両右側」、車幅方向における左側を「
車両左側」と称する。また、車幅方向において車両の中央に近い側を「車両内側」、車幅
方向において車両の中央から遠い側を「車両外側」と称する。
【００２５】
　（サンルーフ装置）
　図１と図２は、実施形態によるサンルーフ装置（10）の外観と構成をそれぞれ例示して
いる。サンルーフ装置（10）は、車両のルーフ（1）に形成されたルーフ開口部（2）に設
けられている。この例では、サンルーフ装置（10）は、フレームアセンブリ（20）と、ハ
ウジング（30）と、可動パネル（40）と、フロント側固定パネル（41）と、リア側固定パ
ネル（42）と、一対のサイドフィン（43）と、駆動機構（50）とを備えている。
【００２６】
　　〔フレームアセンブリ〕
　フレームアセンブリ（20）は、矩形の枠状に形成され、一対のガイドレール（21）と第
１フレーム（22）と第２フレーム（25）とを有している。また、フレームアセンブリ（20
）には、後述するプッシュプルケーブル（この例ではプッシュプルケーブル（52）と第１
プッシュプルケーブル（71）と第２プッシュプルケーブル（75））を案内するためのケー
ブル溝（20a）が設けられている。
【００２７】
　　　〈ガイドレール〉
　一対のガイドレール（21）は、ルーフ開口部（2）の車幅方向の両縁部にそれぞれ配置
され、それぞれがルーフ開口部（2）の車幅方向の縁部に沿うように延びている。また、
ガイドレール（21）には、後述するスライド部材（51）を車両前後方向に案内するための
スライドガイド溝が設けられている。この例では、ガイドレール（21）は、アルミニウム
などの金属材料によって構成されている。なお、ガイドレール（21）の細部構造について
は、後で詳しく説明する。
【００２８】
　　　〈第１フレーム〉
　第１フレーム（22）は、ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部に配置されている。
この例では、第１フレーム（22）は、ルーフ開口部（2）の車両前側の縁部に配置されて
フロントフレームを構成している。図３に示すように、第１フレーム（22）は、フレーム
本体（23）と一対のフレーム延出部（24）とを有している。
【００２９】
　フレーム本体（23）は、ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部（この例では車両前
側の縁部）に沿うように延びている。一対のフレーム延出部（24）は、フレーム本体（23
）の長手方向の両端部にそれぞれ設けられ、それぞれがフレーム本体（23）の長手方向の
端部から車両前後方向（この例では車両後側）に延出してガイドレール（21）の長手方向
の一端部（この例では車両前側の端部）に重なるように構成されている。
【００３０】
　この例では、第１フレーム（22）は、樹脂によって構成されている。なお、フレーム延
出部（24）の細部構造については、後で詳しく説明する。
【００３１】
　　　〈第２フレーム〉
　第２フレーム（25）は、ルーフ開口部（2）の車両前後方向の縁部（第１フレーム（22
）が配置されていない側の縁部）に配置されて車両前後方向において第１フレーム（22）
と対向している。この例では、第２フレーム（25）は、ルーフ開口部（2）の車両後側の
縁部に配置されてリアフレームを構成している。第２フレーム（25）は、ルーフ開口部（
2）の車両前後方向の縁部（この例では車両後側の縁部）に沿うように延びている。第２
フレーム（25）の長手方向の両縁部には、一対のガイドレール（21）の長手方向の他端部
（この例では車両後側の端部）が連結されている。この例では、第２フレーム（25）は、
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第１フレーム（22）と同様に、樹脂によって構成されている。
【００３２】
　　〔ハウジング〕
　ハウジング（30）は、フレームアセンブリ（20）に上から装着されている。また、ハウ
ジング（30）には、フロント側開口部（31）とリア側開口部（32）とが設けられている。
この例では、ハウジング（30）は、強化プラスチックによって構成されている。また、こ
の例では、ハウジング（30）の下方にフレームアセンブリ（20）が取り付けられ、フレー
ムアセンブリ（20）の下方に車幅方向に延在する補強部材（33）が取り付けられている。
【００３３】
　　〔固定パネル〕
　フロント側固定パネル（41）は、シール材（41a）を介してハウジング（30）の前縁部
に固定されている。リア側固定パネル（42）は、シール材（42a）を介してハウジング（3
0）のリア側開口部（32）に固定されてリア側開口部（32）を閉塞している。このような
構成により、フロント側固定パネル（41）とリア側固定パネル（42）との間には、可動パ
ネル（40）を配置可能な開口部が形成されている。なお、フロント側固定パネル（41）と
リア側固定パネル（42）との間の開口部は、ハウジング（30）のフロント側開口部（31）
と連通している。
【００３４】
　この例では、フロント側固定パネル（41）は、いわゆるスモークガラスで形成されたガ
ラスパネルによって構成されている。また、リア側固定パネル（42）は、透光性を有する
パネルであり、車両のルーフ（1）の車両後側の窓部（3）を構成している。具体的には、
リア側固定パネル（42）は、フロント側固定パネル（41）と同様に、スモークガラスで形
成されたガラスパネルによって構成されている。
【００３５】
　　〔サイドフィン〕
　一対のサイドフィン（43）は、それぞれの間にフロント側固定パネル（41）およびリア
側固定パネル（42）が配置されるようにフロント側固定パネル（41）およびリア側固定パ
ネル（42）の車両外側に配置されている。また、この例では、ハウジング（30）と一対の
サイドフィン（43）との間には、可動パネル（40）を車両前後方向にスライドさせるため
のガイドとして機能するアウターレール（44）が設けられている。
【００３６】
　　〔可動パネル〕
　可動パネル（40）は、一対のガイドレール（21）により車両前後方向にスライド可能に
支持されている。この例では、可動パネル（40）の車幅方向の両縁部は、後述する一対の
スライド部材（51）を介して一対のガイドレール（21）にそれぞれ支持されている。この
ような構成により、可動パネル（40）は、フロント側固定パネル（41）とリア側固定パネ
ル（42）との間の開口部に配置されてフロント側固定パネル（41）とリア側固定パネル（
42）との間の開口部を閉塞する閉状態（図１に示す状態）と、リア側固定パネル（42）の
上方に配置されてフロント側固定パネル（41）とリア側固定パネル（42）との間の開口部
を開放する開状態とに切り換え可能となっている。
【００３７】
　この例では、可動パネル（40）は、透光性を有するパネルであり、車両のルーフ（1）
の車両前側の窓部（3）を構成している。具体的には、可動パネル（40）は、リア側固定
パネル（42）と同様に、スモークガラスで形成されたガラスパネルによって構成されてい
る。
【００３８】
　また、ハウジング（30）のフロント側開口部（31）の縁部には、ウェザーストリップ（
40a）が装着されている。可動パネル（40）が閉状態になると、可動パネル（40）とウェ
ザーストリップ（40a）とが密着してフロント側開口部（31）が閉塞される。
【００３９】
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　　〔駆動機構〕
　駆動機構（50）は、可動パネル（40）を車両前後方向にスライドさせるように構成され
ている。この例では、駆動機構（50）は、一対のスライド部材（51）と、一対のプッシュ
プルケーブル（52）と、モータ（53）とを有している。
【００４０】
　一対のスライド部材（51）は、一対のガイドレール（21）にそれぞれ配置され、それぞ
れがガイドレール（21）（具体的にはガイドレール（21）スライドガイド溝）に案内され
て車両前後方向にスライドするように構成されている。また、一対のスライド部材（51）
は、可動パネル（40）の車幅方向の両縁部をそれぞれ支持するように構成されている。
【００４１】
　一対のプッシュプルケーブル（52）は、フレームアセンブリ（20）のケーブル溝（20a
）に配設され、一対のスライド部材（51）にそれぞれ連結されている。この例では、プッ
シュプルケーブル（52）は、外周面にギヤ部が形成されたギヤードケーブルによって構成
されている。
【００４２】
　モータ（53）は、一対のプッシュプルケーブル（52）を駆動する。この例では、モータ
（53）は、フレームアセンブリ（20）の第２フレーム（25）に設けられている。そして、
モータ（53）は、一対のプッシュプルケーブル（52）と噛合しており、モータ（53）を正
回転と逆回転により一対のプッシュプルケーブル（52）が駆動する。
【００４３】
　具体的には、モータ（53）を正回転させると、一対のガイドレール（21）において一対
のプッシュプルケーブル（52）が車両前側から車両後側へ向けて移動して一対のスライド
部材（51）が車両前側から車両後側へ向けてスライドする。これにより、可動パネル（40
）が車両前側から車両後側へ向けてスライドして可動パネル（40）が閉状態から開状態と
なる。
【００４４】
　一方、モータ（53）を逆回転させると、一対のガイドレール（21）において一対のプッ
シュプルケーブル（52）が車両後側から車両前側へ向けて移動して一対のスライド部材（
51）が車両後側から車両前側へ向けて移動する。これにより、可動パネル（40）が車両後
側から車両前側へ向けてスライドして可動パネル（40）が開状態から閉状態となる。
【００４５】
　　〔デフレクタ〕
　また、この例では、サンルーフ装置（10）に、デフレクタ（60）が設けられている。デ
フレクタ（60）は、ハウジング（30）のフロント側開口部（31）よりも車両前側の部分に
設けられ、可動パネル（40）が閉状態になるとハウジング（30）と可動パネル（40）との
間に格納され、可動パネル（40）が開状態になると立ち上がって風防となるように構成さ
れている。
【００４６】
　　〔ロールシェード装置〕
　また、この例では、サンルーフ装置（10）の下方に、第１ロールシェード装置（61）と
第２ロールシェード装置（62）とが設けられている。第１ロールシェード装置（61）は、
車両前側の窓部（3）を遮光可能な第１遮光シート（61a）を有し、第２ロールシェード装
置（62）は、車両後側の窓部（3）を遮光可能な第２遮光シート（62a）を有している。フ
レームアセンブリ（20）には、第１ロールシェード装置（61）の第１遮光シート（61a）
を開閉するための一対の第１プッシュプルケーブル（71）と、一対の第１プッシュプルケ
ーブル（71）を駆動するための第１モータ（72）と、第２ロールシェード装置（62）の第
２遮光シート（62a）を開閉するための一対の第２プッシュプルケーブル（75）と、一対
の第２プッシュプルケーブル（75）を駆動するための第２モータ（76）とが設けられてい
る。
【００４７】
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　　〔ガイドレールの細部構造〕
　次に、図３～図７を参照して、ガイドレール（21）の細部構造を説明する。なお、図４
～図７には、車両左側のガイドレール（21）と車両左側のフレーム延出部（24）との連結
部が拡大して示されている。また、図６は、図５のVI－VI線における断面図に該当し、図
７は、図５のVII－VII線における断面図に該当する。この例では、車両左側のガイドレー
ル（21）の長手方向の一端部（この例では車両前側の端部）には、切り欠き部（81）と、
係合穴（82）と、係合片（83）とが設けられている。なお、車両右側のガイドレール（21
）の細部構造は、車両左側のガイドレール（21）の細部構造と同様となっている。
【００４８】
　　　〈切り欠き部〉
　切り欠き部（81）は、ガイドレール（21）の短手方向（すなわち車幅方向）に開口して
いる。この例では、切り欠き部（81）は、ガイドレール（21）の長手方向の一端部の車両
内側に設けられて車両内側へ向けて開口している。また、この例では、切り欠き部（81）
は、平面視において矩形状に形成され、ガイドレール（21）の長手方向の他端側（この例
では車両後側）を向く第１縁部（81a）と、ガイドレール（21）の長手方向の一端側（こ
の例では車両前側）を向く第２縁部（81b）とを有している。
【００４９】
　　　〈係合穴〉
　係合穴（82）は、ガイドレール（21）の長手方向の一端部を上下方向に貫通している。
この例では、係合穴（82）は、ガイドレール（21）の長手方向の一端部の車両外側（車幅
方向における切り欠き部（81）の反対側）に設けられている。また、この例では、係合穴
（82）は、平面視において矩形状に形成され、ガイドレール（21）の長手方向の他端側（
この例では車両後側）を向く第１縁部（82a）と、ガイドレール（21）の長手方向の一端
側（この例では車両前側）を向く第２縁部（82b）とを有している。
【００５０】
　　　〈係合片〉
　係合片（83）は、係合穴（82）の第２縁部（82b）からガイドレール（21）の長手方向
の一端側（この例では車両前側）へ向けて延出している。この例では、係合片（83）は、
平面視においてガイドレール（21）の長手方向の他端側から一端側（この例では車両後側
から車両前側）へ向かうに連れて幅（車幅方向における長さ）が次第に短くなるように形
成されている。具体的には、係合片（83）は、平面視においてガイドレール（21）の長手
方向の他端側（この例では車両後側）を下辺としガイドレール（21）の長手方向の一端側
（この例では車両前側）を上辺とする台形状に形成されている。
【００５１】
　　〔フレーム延出部の細部構造〕
　次に、図３～図７を参照して、フレーム延出部（24）の細部構造を説明する。この例で
は、車両左側のフレーム延出部（24）には、壁部（90）と、突起部（91）と、差込部（92
）と、補助突起部（93）と、係合部（94）とが設けられている。壁部（90）と突起部（91
）と差込部（92）と補助突起部（93）と係合部（94）は、ガイドレール（21）の長手方向
の一端部（この例では車両前側の端部）に対向するフレーム延出部（24）の対向面（この
例では上面）に設けられている。なお、車両右側のフレーム延出部（24）には、差込部（
92）が設けられていない。車両右側のフレーム延出部（24）のその他の細部構造は、車両
左側のフレーム延出部（24）の細部構造と同様となっている。
【００５２】
　　　〈壁部〉
　壁部（90）は、ガイドレール（21）の長手方向の一端部と接触するように構成されてい
る。また、壁部（90）は、突起部（91）よりもフレーム延出部（24）の基端側（この例で
は車両前側）に配置されている。この例では、壁部（90）は、板状に形成され、その厚み
方向が車両前後方向となるようにフレーム延出部（24）の基端部（この例では車両前側の
部分）に配置されている。
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【００５３】
　　　〈突起部〉
　突起部（91）は、壁部（90）よりもフレーム延出部（24）の先端側（この例では車両後
側）に配置され、ガイドレール（21）の切り欠き部（81）と係合するように構成されてい
る。この例では、突起部（91）は、フレーム延出部（24）の車両内側に設けられている。
また、この例では、突起部（91）は、直方体状に形成され、切り欠き部（81）の第１縁部
（81a）と接触する第１側部（91a）を有している。
【００５４】
　　　〈差込部〉
　差込部（92）は、突起部（91）よりもフレーム延出部（24）の先端側（この例では車両
後側）に配置され、切り欠き部（81）の第２縁部（81b）が差し込まれるように構成され
ている。この例では、差込部（92）は、突起部（91）と同様に、フレーム延出部（24）の
車両内側に設けられている。また、この例では、差込部（92）は、直方体状に形成されて
いる。差込部（92）には、切り欠き部（81）の第２縁部（81b）が差し込まれる差込溝（9
2a）が設けられている。
【００５５】
　　　〈補助突起部〉
　補助突起部（93）は、壁部（90）よりもフレーム延出部（24）の先端側（この例では車
両後側）に配置され、係合穴（82）と係合するように構成されている。この例では、補助
突起部（93）は、フレーム延出部（24）の車両外側（車幅方向における突起部（91）の反
対側）に設けられている。また、この例では、補助突起部（93）は、直方体状に形成され
て係合穴（82）の第１縁部（82a）と接触している。
【００５６】
　　　〈係合部〉
　係合部（94）は、補助突起部（93）よりもフレーム延出部（24）の先端側（この例では
車両後側）に配置され、係合片（83）と係合するように構成されている。この例では、係
合部（94）は、フレーム延出部（24）の車両外側（車幅方向における突起部（91）の反対
側）に設けられている。また、この例では、係合部（94）は、ガイドレール（21）の長手
方向の一端部（この例では車両前側の端部）とフレーム延出部（24）とが重なる方向（こ
の例では上下方向）においてフレーム延出部（24）側からガイドレール（21）側へ向けて
湾曲するように構成されている。そして、係合部（94）には、係合片（83）が差し込まれ
る。
【００５７】
　　〔切り欠き部および突起部の詳細〕
　また、この例では、切り欠き部（81）と突起部（91）は、切り欠き部（81）の奥側から
開口側（この例では車両外側から車両内側）へ向かう突起部（91）の移動が規制されるよ
うに構成されている。具体的には、図３に示すように、切り欠き部（81）の第１縁部（81
a）と突起部（91）の第１側部（91a）は、切り欠き部（81）の開口側から奥側（この例で
は車両内側から車両外側）へ向けてガイドレール（21）の長手方向の他端側から一端側（
この例では車両後側から車両前側）に傾斜するように構成されている。すなわち、突起部
（91）は、平面視において楔状に形成されている。
【００５８】
　このような構成により、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起部（91）が移
動しようとした場合に、切り欠き部（81）の第１縁部（81a）が突起部（91）の第１側部
（91a）に引っ掛かることになるので、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向かう突起
部（91）の移動を規制することができる。
【００５９】
　　〔実施形態による効果〕
　以上のように、フレーム延出部（24）の突起部（91）とガイドレール（21）の切り欠き
部（81）とを係合させることにより、リベットを用いることなくガイドレール（21）の長
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手方向の一端部（この例では車両前側の端部）と第１フレーム（22）のフレーム延出部（
24）とを接続することができる。これにより、リベットを用いることなくガイドレール（
21）と第１フレーム（22）とを連結することができるので、部品点数を削減することがで
きる。
【００６０】
　また、フレーム延出部（24）の壁部（90）とガイドレール（21）の長手方向の一端部と
を接触させてフレーム延出部（24）の突起部（91）とガイドレール（21）の切り欠き部（
81）とを係合させることにより、リベットを用いることなくガイドレール（21）の長手方
向の一端部と第１フレーム（22）のフレーム延出部（24）とを堅固に接続することができ
る。
【００６１】
　また、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向かう突起部（91）の移動が規制されるよ
うに切り欠き部（81）と突起部（91）とを構成することにより、切り欠き部（81）の奥側
から開口側へ向けて突起部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け出
すことを防止することができる。これにより、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）
との連結を強化することができる。
【００６２】
　また、フレーム延出部（24）の差込部（92）にガイドレール（21）の切り欠き部（81）
の第２縁部（81b）を差し込むことにより、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフ
レーム延出部（24）とが重なる方向（この例では上下方向）において突起部（91）の移動
を規制することができる。これにより、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）との連
結を強化することができる。
【００６３】
　また、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）とが重なる方向
において突起部（91）の移動を規制することができるので、ガイドレール（21）と第１フ
レーム（22）との密着性を確保することができる。これにより、ガイドレール（21）と第
１フレーム（22）との間の隙間を小さくすることができ、異音を発生させにくくすること
ができる。
【００６４】
　また、フレーム延出部（24）の補助突起部（93）とガイドレール（21）の係合穴（82）
とを係合させることにより、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）との連結を補強す
ることができる。これにより、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）との連結を強化
することができる。
【００６５】
　また、フレーム延出部（24）の係合部（94）とガイドレール（21）の係合片（83）とを
係合させることにより、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）
とが重なる方向において突起部（91）の移動を規制することができる。これにより、ガイ
ドレール（21）と第１フレーム（22）との連結を強化することができる。
【００６６】
　また、切り欠き部（81）の開口側から奥側へ向けてガイドレール（21）の長手方向の他
端側から一端側（この例では車両後側から車両前側）に傾斜するように切り欠き部（81）
の第１縁部（81a）と突起部（91）の第１側部（91a）を構成することにより、ガイドレー
ル（21）と第１フレーム（22）とを車両前後方向に引き離そうとする力がガイドレール（
21）と第１フレーム（22）との連結部に作用する場合（例えば、この例では車両前側から
車両後側へ移動する可動パネル（40）の摺動抵抗により車両前側から車両後側へ向かう力
がガイドレール（21）に作用する場合）に、ガイドレール（21）と第１フレーム（22）と
を車両前後方向に引き離そうとする力の一部を切り欠き部（81）と突起部（91）とを車幅
方向に密着させようとする力（すなわち突起部（91）が切り欠き部（81）に食い込む方向
に作用する力）に変換することができる。これにより、ガイドレール（21）と第１フレー
ム（22）との連結部に作用する負荷を軽減することができる。



(12) JP 2019-43295 A 2019.3.22

10

20

30

40

50

【００６７】
　（切り欠き部と突起部の変形例１）
　図８に示すように、切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と突起部（91）の第１側部（9
1a）は、平面視において階段状に形成されていてもよい。図８の例では、切り欠き部（81
）の第１縁部（81a）は、切り欠き部（81）の奥寄りの部分が切り欠き部（81）の開口寄
りの部分よりもガイドレール（21）の長手方向の一端側（この例では車両前側）に位置し
ている。この切り欠き部（81）の第１縁部（81a）と同様に、突起部（91）の第１側部（9
1a）も、切り欠き部（81）の奥寄りの部分が切り欠き部（81）の開口寄りの部分よりもガ
イドレール（21）の長手方向の一端側（この例では車両前側）に位置している。
【００６８】
　以上のように構成した場合も、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向けて突起部（91
）が移動しようとした場合に、切り欠き部（81）の第１縁部（81a）が突起部（91）の第
１側部（91a）に引っ掛かることになるので、切り欠き部（81）の奥側から開口側へ向か
う突起部（91）の移動を規制することができる。これにより、ガイドレール（21）と第１
フレーム（22）との連結を強化することができる。
【００６９】
　（切り欠き部と突起部の変形例２）
　図９に示すように、切り欠き部（81）および突起部（91）は、ガイドレール（21）の長
手方向の一端部（この例では車両前側の端部）とフレーム延出部（24）とが重なる方向（
この例では上下方向）において突起部（91）の移動が規制されるように構成されていても
よい。なお、図９は、図５のVI－VI線における断面図に対応している。
【００７０】
　図９の例では、突起部（91）の第１側部（91a）に爪部（900）が設けられている。爪部
（900）は、突起部（91）の第１側部（91a）から突出してフレーム延出部（24）との間に
切り欠き部（81）の第１縁部（81a）を挟持している。このような構成により、ガイドレ
ール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）とが重なる方向において突起部（
91）の移動を規制することができる。
【００７１】
　以上のように、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（24）とが重
なる方向において突起部（91）の移動が規制されるように切り欠き部（81）と突起部（91
）とを構成することにより、ガイドレール（21）の長手方向の一端部とフレーム延出部（
24）とが重なる方向に突起部（91）が移動して突起部（91）が切り欠き部（81）から抜け
出すことを防止することができる。これにより、ガイドレール（21）と第１フレーム（22
）との連結を強化することができる。
【００７２】
　なお、図９に示すように、突起部（91）の第１側部（91a）に爪部（900）が設けられて
いる場合、差込部（92）が省略されていてもよい。
【００７３】
　（その他の実施形態）
　以上の説明において、切り欠き部（81）がガイドレール（21）の長手方向の一端部の車
両内側に設けられて車両内側へ向けて開口している場合を例に挙げたが、切り欠き部（81
）は、ガイドレール（21）の長手方向の一端部の車両外側に設けられて車両外側へ向けて
開口していてもよい。この場合、切り欠き部（81）の開口側が車両外側となり、切り欠き
部（81）の奥側が車両内側となる。なお、この場合、突起部（91）と差込部（92）は、切
り欠き部（81）と同様に、フレーム延出部（24）の車両外側に設けられることになる。
【００７４】
　また、以上の説明では、第１フレーム（22）がルーフ開口部（2）の車両前側の縁部に
配置されてフロントフレームを構成している場合を例に挙げたが、第１フレーム（22）は
、ルーフ開口部（2）の車両後側の縁部に配置されてフロントフレームを構成するもので
あってもよい。この場合、フレーム延出部（24）は、フレーム本体（23）の長手方向の端
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重なることになる。すなわち、この場合、ガイドレール（21）の長手方向の一端側が車両
後側となり、ガイドレール（21）の長手方向の他端側が車両前側となる。
【００７５】
　また、以上の実施形態および変形例を適宜組み合わせて実施してもよい。以上の実施形
態および変形例は、本質的に好ましい例示であって、この発明、その適用物、あるいはそ
の用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　以上説明したように、この発明は、サンルーフ装置について有用である。
【符号の説明】
【００７７】
１　　　　　ルーフ
２　　　　　ルーフ開口部
３　　　　　窓部
１０　　　　サンルーフ装置
２０　　　　フレームアセンブリ
２１　　　　ガイドレール
２２　　　　第１フレーム
２３　　　　フレーム本体
２４　　　　フレーム延出部
２５　　　　第２フレーム
３０　　　　ハウジング
４０　　　　可動パネル
４１　　　　フロント側固定パネル
４２　　　　リア側固定パネル
５０　　　　駆動機構
５１　　　　スライド部材
５２　　　　プッシュプルケーブル
５３　　　　モータ
６１　　　　第１ロールシェード装置
６２　　　　第２ロールシェード装置
７１　　　　第１プッシュプルケーブル
７２　　　　第１モータ
７５　　　　第２プッシュプルケーブル
７６　　　　第２モータ
８１　　　　切り欠き部
８１ａ　　　第１縁部
８１ｂ　　　第２縁部
８２　　　　係合穴
８３　　　　係合片
９０　　　　壁部
９１　　　　突起部
９１ａ　　　第１側部
９２　　　　差込部
９３　　　　補助突起部
９４　　　　係合部
９００　　　爪部
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